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平成22年（2010年）

5月恥523）
【今月のページ】

・地上波デジタル放送について…2・3P

・人権のページ……………………5P

・貸菜園の募集・…………・…・……7P

・こども会春の球技大会……t…‥まlP

・子ども手当てについて…………12P

夢はいっぱい1年生
186人の新しいともだちが

できました。

子 ��X��,x.�詹9h�h,ﾘ��鴿�8,ﾈ��檍/�%8*B�子どもたちのすこやかな育ちを社会全 

ど も ��ﾈ,X呵�+x.��y7��
子どもを養育している方は、中学校を卒業す 

るまでの子ども一人につき月額13，000円 

手 当 ��兌ﾙ�ﾃ#)D�7��ｨ/��8ｸｸ,X*ｸ-ﾈ+x�"�
子ども手当を受給するには、申請が必要な場 

合があります。詳しくは12ページを参照くださ 

い。 



テジタ／〃好と
より粛しく度卿にJ

地デジ放送を受信するための簡易

なチューナーの無償給付等の支援
について　　【問】次ページの（2）へ

総務省では、経済的な理由等で地上アナログ放送か

ら地上デジタル放送に移行することが難しい世帯に対

する支援を平成21年度（2009年度）から行っています。

平成22年度も引き続き行っていますので、対

象の方はご相談ください。（申込期限：7／2）

以下の世帯の中でNHKの放送受信料が全額

免除となっている世帯です。

①生活保護などの公的扶助を受けている世帯

②障力てい者がいる世帯で、かつ世帯全昌が市町

村民非課税の措置を受けている世帯

③社会福祉事業施設に入居し、自らテレビを持

ち込んでいる世帯
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′地デジ放送を貞る」こはて．† ��X6����ﾂ�

′【間】次ページの州へ′ ��

①地上デジタル放送対応の
テレビに買い換える

②地上デジタルチューナーを買い足す

地上デジタルチューナー

内蔵録画機器

＋

ま

は窯≡≡苧号

地上デジタル
チューナー

③ケーブルテレビで視聴する

★地デジはUHFアンテナによる受信となります。

したがって、①②の場合は、地デジ放送を視聴す

るにはUHFアンテナが必要な場合があります。

地
上
波
テ
ラ
9
几
放
送
の
準
備
を
お
早
め
に
ー
・

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
2
3
年
　
（
2
0
1
1
年
）
　
7
月
2
4
日

正
午
に
す
べ
て
の
放
送
か
終
了
　
（
完
全
停
波
）
　
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ル
陰
共
聴
、
マ
ン
シ
ョ
ン

・
ア
パ
ー
ト
の
地
デ
ジ
化

【
問
】
次
ペ
ー
ジ
の
制
へ

閤
㈲
の
対
象
と
な
る
の
甘
塩

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

従
来
のア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
比
べ
て
受

信
障
害
に
強
く
、
ビ
ル
陰
で
ア
ナ
ロ
グ
方
法
の
受
信

障
害
が
生
じ
て
い
た
場
合
で
も
、
多
く
の
地
域
で
障

害
な
く
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
障
害
の
継
続
の
有
無
に
つ
い
て
、
共
聴
施
設
の

管
理
者
に
こ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

障
害
が
解
消
す
る
地
域
の
共
聴
施
設
は
、
大
半
が

平
成
2
3
年
7
月
に
運
用
を
終
了
し
、
撤
去
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
ご
家
庭
で
は
、

そ
れ
ま
で
に
個
別
に
受
信
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
か
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
に
加
入
す
る
方
法
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
障
害
が
継
続
す
る
場
合
の
地
デ
ジ
受
信
の

方
法
に
つ
い
て
、
共
聴
施
設
の
管
理
者
に
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

集
合
住
宅
共
聴
施
設
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
早
急
な

地
デ
ジ
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ボ
）
　
で

は
、
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
や
集
合
住
宅
共
聴
施

設
の
地
デ
ジ
対
応
の
た
め
、
共
聴
施
設
の
管
理
者
へ

の
訪
問
活
動
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
係
る
費
用
の
助
成
金

制
度
等
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
等

期
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ
ボ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

助
成
金
の
具
体
的
な
手
続
等
の
ご
相
談
は
、
デ
ジ
サ

ボ
助
成
金
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。



忠岡町　消蔓生活専門相談 

【相談無料】 

★実施日　毎週火・木曜日13時～16時 

★会　場　役場3階　ミーティングルーム 

予約は不要です。時間内に直接会場まで 
お越しください。多少お待ちいただくこと 

もありますのでご了承ください。 

※電話でのご相談も受付けています。 

★相談日は変更する場合もあります。広報 

紙のカレンダーでご確認ください。 

’’倒産・解雇

などによる離職’－
’’雇い止め

などによる離職’’

をされた方へ
（非自発的失業者）

平成22年4月から国民健康保険
料（税）が軽さ威され′ます。

地上波デジタルに関するお問い合わせ先

（1）地デジ全般に関すること
℡0570－07－0101（ナビダイヤル）

I P電話等、上記でつながらない方　℡03－4334－1111

平日　9時～21時　　土・日・祝日　9時～18時

（2）チューナー支援に関すること　℡0570－03－3840

I P電話等、上記でつながらない方　℡044－969－5425

平日　9時～21時　　土・日・祝日　9時～18時

（3）共同受信施設への助成制度に関すること
℡0570－093－724（ナビタイヤル）

I P電話等、上記でつながらない方　℡03－5623－3121

平日　9時～18時

テレビの調査会社やアンテナ工事業者を装って、工事

費用等の不正請求や工事の勧誘を行うなど、悪質商法

による被害がおきています。頼んでいない用件や知ら

ない用件、一方的な用件は、はっきり断りましょう。

t f　　り式甘んモ
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悪
徳
商
法

契
約
ト
ラ
“
フ
廿
ば
に

ヴ
」
注
意
－
・

「
無
料
」
と
思
っ
て
利
用
し
た

携
帯
電
話
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
高
額
請
求
の
事
例

事
例
l
小
学
生
の
息
子
に
、
家
族
へ
の

メ
ー
ル
と
電
話
の
み
と
限
定
し
て

携
帯
電
話
を
使
用
さ
せ
て
い
た
。

息
子
は
テ
レ
ビ
で
無
料
と
い
う

C
M
を
見
て
、
「
無
料
で
ゲ
ー
ム

が
で
き
る
」
と
思
い
込
み
、
勝
手

に
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。

後
日
2
ヵ
月
合
わ
せ
て
約
9
万

円
と
い
う
高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
通
信

費
の
請
求
書
が
届
い
て
驚
い
た
。

事
例
2
テ
レ
ビ
で
無
料
と
C
M
を
し
て

い
る
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
、
無
料
な

ら
と
思
い
、
娘
の
た
め
に
自
分
の

携
帯
電
話
で
登
録
を
し
た
。
娘
は

本
当
の
お
金
が
必
要
だ
と
思
わ
ず

1
つ
5
千
円
の
ア
イ
テ
ム
を
多
数

購
入
し
て
1
0
日
ほ
ど
遊
ん
だ
。
後

日
携
帯
電
話
会
社
か
ら
約
1
0
万
円

も
の
請
求
書
が
届
い
た
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
よ
り
）

無
料
と
う
た
っ
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
も
、
パ
ケ
ッ
ト
通

信
費
は
発
生
し
ま
す
。
パ
ケ
ッ
ト

定
額
制
に
し
て
い
な
い
場
合
は
高

額
な
パ
ケ
ッ
ト
通
信
垂
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

パ
ケ
ッ
ト
通
信
嚢
の
他
に
も
、
ゲ

ー
ム
や
ア
パ
タ
ー
で
使
う
ア
イ
テ

ム
料
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
携
帯

電
話
を
子
ど
も
に
利
用
さ
せ
る
と

き
に
は
、
保
護
者
が
利
用
規
約
を

確
認
し
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

心
配
な
と
き
は
町
の
消
費
生
活

専
門
相
談
窓
口
へ
。

▼
対
象
者
は
？

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
川
・

闇
に
該
当
す
る
方
。

冊
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

例
　
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職

脚
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

例
　
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職

▼
軽
減
額
は
？

国
民
健
康
保
険
料
は
前
年
の
所

得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

軽
減
は
、
前
年
の
給
与
所
得
を
そ

の
3
0
／
1
0
0
と
み
な
し
て
行
い

ます。
※
具
体
的
な
軽
減
額
な
ど
は
、
保

険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
軽
減
期
間
は
？

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終

了
し
ま
す
。

▼
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は
対

象
外
で
す
か
？

制
度
が
始
ま
る
前
1
年
以
内

（
平
成
2
1
年
3
月
3
1
日
以
降
）
　
に

離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成
2
2
年
度

に
限
り
国
民
健
康
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
2
1
年
度
の
保
険

料
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

★
軽
減
を
受
け
る
に
は
届
出
が
必

要
で
す
。
制
度
の
詳
し
い
説
明

は
、
役
場
保
険
課
ま
で

℡
2
2
・
1
1
2
2
（
内
線
2
2
2
）
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【消防団員】（敬称略）

消防庁長官表彰

永年勤続功労章　分団長　酒井　雅博

大阪府知事表彰

消防功労章

消防功労章

日本消防協会長表彰

精　績　章　分団長

勤　続　章　班　長

大阪府消防協会長表彰

永年勤続章　班

勤　功　章　団

勤　功　章　団

精　勤　章　団

【消防職員】（敬称略）

消防庁長官表彰

功　労　章　消防長　藤野　健治

火事・救急は早く正しく119番へ

国家苧倍フアイナンシャ几・プラン＝ンーワ技詫士3級

技能検定3級合格をめざして　～就労支援事業講座生募集～

回 丶ｨﾗY?｢�講座内容 

1 塗����ライフプランこ 

2 塗�繧�ングと資金計画 

3 塗���R�リ　スク　管理 

4 塗��#"�

5 塗��#��　　　l 金融資産運用 

6 度�綯�

7 度���2�タックスプラン 

8 度��#��ニング 

9 度��#r�不　　動　　産 

10 嶋��2�

11 嶋���r�相続・事業承継 

12 嶋��#B�

13 嶋��3��直　前　対　策 

14 祷�縒�

議
会
彪
よ
㊨

平
成
2
2
年
第
1
回
定
例
会
（
第

3
日
目
）
　
が
3
月
3
0
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
、
採

決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
成

立
し
ま
し
た
。

議
決
結
果
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

議
決
結
果
一
覧

▼
3
月
3
0
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
2
年
度
会
計
予
算

・
忠
岡
町
一
般
会
計

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計

・
忠
岡
町
老
人
保
健
特
別
会
計

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
浜
霊
園
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

（
追
加
提
出
）

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
1
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

意

　

見

　

書

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
歯
科
技
工
物
の
安
全
性
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
す
べ
て
の
石
綿
健
康
被
害
の
早

期
救
済
と
万
全
な
対
策
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費

助
成
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
所
得
税
法
第
5
6
条
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
の
見
直
し
・
増
額
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

大
阪
勧
業
展
2
0
1
0

出
展
者
募
集

日
　
程
　
9
／
8
（
水
）
・
9
（
木
）

会
　
場
　
大
阪
府
立
体
育
会
館

申
込
締
切
　
5
／
2
0
（
木
）

先
着
2
0
0
企
業
で
締
切

★
忠
岡
町
商
工
会
会
員

6
万
3
千
円
～
8
万
4
千
円

★
会
員
以
外

1
2
万
6
千
円
～
1
6
万
8
千
円

【
問
】
忠
岡
町
商
工
会

℡
3
3
・
3
2
0
8

新
自
治
会
長
紹
介

小
倉
　
浩
治
氏
　
（
新
）

担
当
地
域
　
馬
瀬
2
丁
目

前
川
　
豊
彦
氏
（
新
）

担
当
地
域
　
高
月
南

高
月
南
1
－
4
－
3

℡
2
2
・
6
9
8
8

史

誠

　

宏

夫

博
博
　
　
元
増

連

柴
田
長
長
班
班

野
花
山
立

誠

一

平

史

博
良
公
篤

遠
野
本
田

田
森
寺
上

長
員
員
員

忠
岡
町
自
治
推
進
課
と
商
工
会
共
催
で
国
家
資
格
の
3
級

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
取
得
対
策
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
求
職
者
や
事
業
者
及
び
そ
の
従
業
員
。
金
融
・
不

動
産
・
税
金
な
ど
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
す
る
技
能
を

習
得
し
、
9
月
1
2
日
に
実
施
さ
れ
る
㈱
金
融
財
政
事
情
研
究

会
主
催
の
3
級
技
能
検
定
試
験
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
日
程
は
左
表
の
と
お
り
（
全
回
火
曜
日
）

◆
定
員
　
1
5
名
（
申
込
順
受
付
）
　
◆
時
間
　
1
8
時
～
2
0
時
3
0
分

◆
会
場
　
忠
岡
町
商
工
会
1
階
会
議
室

◆
受
講
料
　
1
0
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
申
込
締
切
　
5
月
2
1
日
　
（
金
）

【
申
込
先
】
忠
岡
町
商
工
会
　
℡
3
3
・
3
2
0
8

※
電
話
で
確
認
の
上
、
商
工
会
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



＝特設相談所を開設＝

と　き　6月1日（火）10：00～16：00

ところ　役場1階いさかい支援課横相談室

※当日、直接会場までお越しください。

相談担当者　本町人権擁護委員

【問】人権相談室　℡22－1122

【本町人権擁護委員紹介】 
／－人権問題等でお困りの方 

お気軽にご相談ください（秘密厳守）～ 

亘　瑠璃子委員　忠岡中2－23－2　℡22－5717 

櫻井　忠司委員　馬　瀬2－1－33　℡32－0024 

吉田　幸代委員　北　出2－12－7　℡32－7687 

正木　啓史委員　忠岡中3－13－7　℡21－4399 

★役場では、随時人権相談を受け付けています。 

【間】人権平和室　℡22－1122 

わたしのきもち

21世紀は「人権の世紀」と言われています。
一人ひとりが人権を尊重することの重要性を正

しく認識し、他人の人権にも十分配慮した行動
がとれるよう、相手の気持ちを考え、思いやる
心を育てる必要があり京す。すべての人々の人

権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな
社会を実現しましょう。

5月18′〉7日は

憲法週問
みんなで、憲法に掲げられ

た人権尊重の精神を学び、そ

の理念の実現を目指すことが

大切です。この機会に憲法に

ついて考えてみませんか？

（5）　No523　2010＿　51

写
真
は
向
か
っ
て
右
か
ら

吉
田
委
員
・
櫻
井
委
員
二
旦
委
員

・
正
木
委
員

忠
岡
町
貞
女
共
同

参
画
懇
話
会
委
員

を
募
集

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
人
権
平
和
室

怒

2

2

・

1

1

2

2

了
し
、
種
々
の
男
女
差
別

は
、
家
庭
や
職
場
で
依
然
と
し

て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
や
高
齢
化
が
進
む
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
た
め
に

は
、
女
性
と
男
性
が
対
等
の
立

場
で
協
力
し
、
責
任
の
分
か
ち

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
職
場
等
に
お
け
る
セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

や
女
性
に
対
す
る
暴
力
も
、
重

う

ノ酬酢

「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い

う
よ
う
に
、
男
女

の
役
割
を
固
定
的

に
と
ら
え
る
意
識

な
ど
か
ら
生
ず
る

大
な
人
権
問
題
で
す
。

＼

妻

ノ

　

　

　

陰

湿

で

執

拗

な

人
う帥
翫
雛
詣
掴
鮎

■
■
と
を
　
春
や
児
童
ポ
ル
ノ

子
種
　
の
は
ん
濫
な
ど
、

／
r
㌦
　
子
ど
も
の
人
権
を

め
ぐ
る
問
題
は
深

刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
も
、
一
人
の
人
間
と

し
て
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
大
人
自
身
が
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
人
権
平
和
室

「
い
じ
め
」
、
親

町
で
は
、
平
成
2
2
年
度
に
　
「
忠

岡
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
や
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
が
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
と

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
忠
岡
町
ら
し

い
計
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
忠
岡
町
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
を
設
置
し
、
で
き
る

だ
け
広
い
分
野
か
ら
多
様
な
考
え

方
、
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
（
任
期
は
計
画
が
策
定
さ

れ
る
ま
で
）

公
募
人
数
　
4
名
程
度
（
委
員
は

1
2
名
程
度
で
、
有
識
者
や
健
康

福
祉
、
商
工
業
、
教
育
、
地
域

な
ど
の
各
分
野
か
ら
の
選
任
委

員
と
公
募
委
員
で
構
成
）

対
　
象
　
町
内
在
住
か
在
勤
の
満

1
8
歳
以
上
　
（
平
成
2
2
年
5
月
1

日
現
在
）
　
の
人
で
、
年
3
回
程

度
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人
。

会
議
は
原
則
と
し
て
平
日
の

昼
間
で
、
1
回
2
時
間
程
度
を

予定。

報
　
酬
　
無
料
で
お
願
い
し
ま
す

申
　
込
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
考
え
や
、
応

募
の
動
機
を
4
0
0
字
以
内
に

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
5
月
2
5
日

（
火
）
ま
で
に
【
必
着
】
人
権
平

和
室
へ
。

申
込
方
法
　
持
参
、
郵
送
、
F
A

X
、
電
子
メ
ー
ル

・

宛

先

　

〒

5

9

5

－

0

8

0

5

忠
岡
町
忠
岡
東
1
－
3
4
－
1

忠
岡
町
人
権
平
和
室

・
F
A
X
2
2
・
0
3
6
4

・
電
子
メ
ー
ル
　
k
O
h
O
㊥
t
O
W
n
．

t
P
d
a
O
k
P
O
置
k
a
j
p

結
果
通
知
　
応
募
い
た
だ
い
た
書

類
（
応
募
動
機
な
ど
）
　
を
も
と

に
審
査
し
、
選
考
結
果
に
つ
い

て
は
、
後
日
応
募
者
全
員
に
連

絡
し
ま
す
。
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回
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
2
2
年
4
月
よ
り
1
ケ
月
あ

た
り
保
険
料
が
4
4
0
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
月
額
1
5
1
0
0
円
（
平

成
2
2
年
度
）
と
な
り
ま
し
た
。

4
分
の
3
保
険
料
は
月
額
1
1

3
3
0
円
と
な
り
ま
す
　
（
4
分
の

1
免
除
該
当
者
）
。
半
額
保
険
料

は
月
額
7
5
5
0
円
（
半
額
免
除

該
当
者
）
、
4
分
の
1
保
険
料
は

月
額
3
7
8
0
円
（
4
分
の
3
免

除
該
当
者
）
　
と
な
り
ま
し
た
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

3
0
歳
未
満
の
方
（
学
生
で
な
い

方
）
　
で
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
本
人
及
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
請
は

町
役
場
の
年
金
担
当
窓
口
で
で
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ます。
▼
保
険
料
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
が
お
と
く

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

方
法
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
振

替
方
法
　
〔
1
年
前
納
・
6
ケ
月
前

納
・
早
割
（
当
月
末
振
替
）
〕
　
に
よ

っ
て
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

し
か
も
、
口
座
振
替
だ
と
保
険

料
の
お
支
払
い
忘
れ
の
心
配
も
な

く
、
金
融
機
関
に
行
く
手
問
も
省

け
て
便
利
で
す
。
ま
た
、
通
常
の

納
付
書
に
よ
る
支
払
い
で
も
1
年

前
納
や
6
カ
月
前
納
に
よ
る
支
払

い
方
法
を
こ
利
用
い
た
だ
く
と
保

険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

◆
早
割
（
当
月
末
振
替
）

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に

口
座
か
ら
引
き
落
と
す
こ
と
で

割
引
さ
れ
ま
す
。

◆
6
ケ
月
前
納

上
半
期
分
（
4
月
か
ら
9
月
）

・
下
半
期
分
　
（
1
0
月
～
翌
年
3

月
）
　
を
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
前

払
い
す
る
方
法
で
す
。
た
だ
し

初
回
振
替
月
　
（
1
0
月
末
ま
た
は

4
月
末
）
　
ま
で
は
割
引
の
な
い

毎
月
納
付
　
（
翌
月
末
振
替
）
　
で

引
き
落
と
し
ま
す
。

◆
1
年
前
納

1
年
分
（
4
月
～
翌
年
3
月
）
を

一
括
で
前
払
い
す
る
方
法
で
、

割
引
額
は
最
大
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
初
回
振
替
月
（
4
月
末
）

ま
で
は
割
引
の
な
い
毎
月
納
付

（
翌
月
末
振
替
）
　
で
引
き
落
と

し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
開
始
は
お
申
込
み

か
ら
1
～
2
カ
月
程
度
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
申
込
み

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
口
座
振
替
の
前
納
を
ご
希

望
の
時
は
、
申
込
み
が
遅
れ
る

と
前
納
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

税
　
金
　
　
【
税
務
課
】

納
期
の
お
知
ら
せ

国
定
資
産
税
第
1
期
分

軽
自
動
車
税
平
成
2
2
年
度
分

国
民
健
康
保
険
料
第
2
期
分

介
護
保
険
料
第
2
期
分

納
期
限
は
5
月
3
1
日
で
す

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
2
年
度
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
計
算
基
礎
に
な
り

ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
【
要
印
鑑
】

期
間
　
5
月
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で

9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

場
所
　
役
場
税
務
課

▼
平
成
2
2
年
度
固
定
資
産
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
の
発
送
に

つ
い
て

平
成
2
2
年
1
月
1
日
現
在
、
固

定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
）
　
を
お
持
ち
の
方
に
、
平
成
2
2

年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

を
発
送
し
ま
し
た
。
住
所
・
氏
名

・
所
有
物
件
な
ど
に
記
載
誤
り
が

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
5
月
1
1
日
の
時
点
で
ま

だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
納

付
書
の
再
発
行
を
い
た
し
ま
す
。

▼
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
新

築
住
宅
の
減
額
措
置

平
成
2
2
年
1
月
1
日
ま
で
に
新

築
さ
れ
課
税
さ
れ
て
い
る
住
宅
で

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
住

宅
に
つ
い
て
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
　
（
た
だ
し
床

面
積
が
1
2
0
2
m
を
超
え
る
も
の

は
1
2
0
2
m
に
相
当
す
る
部
分
）

が
2
分
の
1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
減
額
さ
れ
る
期
間
】

①
一
般
の
住
宅
（
②
以
外
の
住
宅
）

↓
新
築
後
3
年
度
分

②
3
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
　
1
　
新
築
後
5
年
度
分

◎
平
成
2
2
年
度
か
ら
新
築
住
宅
の

減
額
措
置
の
適
用
が
な
く
な
る

住
宅

①
減
額
期
間
3
年
の
住
宅

平
成
1
8
年
1
月
2
日
～
平
成
1
9

年
1
月
1
日
に
新
築
さ
れ
た
一
般

の
住
宅

②
減
額
期
間
5
年
の
住
宅

平
成
1
6
年
1
月
2
日
～
平
成
1
7

年
1
月
1
日
に
新
築
さ
れ
た
3
階

建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅

軽
自
動
車
税

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て

◆
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
の
方

下
水
道
の
水
洗
化

工
事
に
つ
い
て
は
助
成
や
借
入
r

金
の
あ
っ
せ
ん
が
あ
り
ま
す
。
／

【
間
】
下
水
道
課

が
所
有
・
使
用
す
る
場
合

②
身
体
障
害
者
の
方
と
生
計
を
同

じ
に
す
る
人
が
所
有
し
、
も
っ

ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
運
転
を

す
る
場
合

③
生
活
保
護
法
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
が
所
有
・
使
用
す
る
場

合
④
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程

度
に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
（
役
場
1
階
税
務
課
に

あ
り
ま
す
）
、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
や
生
活
保
護
証
明
書
等
、

免
許
証
、
車
検
証

★
昨
年
減
免
を
受
け
た
方
は
継
続

申
請
の
み
で
可
（
申
請
書
は
役

場
か
ら
個
別
郵
送
）

★
た
だ
し
、
車
を
買
い
換
え
た
方

は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

★
自
動
車
税
（
普
通
車
）
　
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
締
切
日
…
5
月
2
4
日
（
月
）

【
間
】
税
務
課

自
動
車
税

《
納
期
限
は
5
月
3
1
日
》

お
近
く
の
金
融
機
関
、
府
内
の

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ



l愚
担当区域

高月南

大阪府営住宅 
総合募集時期等が変わります 

今年度から、募集期間が短くなっています 

のでご注意ください。 

申込用紙は、以下の期間に役場5階自治推 

進課で酉己布しています。（消印有効） 

【第1回　6月募集】 

平成22年6月1日～6月8日（配布・受付） 

【第2回　8月募集】 

平成22年8月2日～8月6日（配布） 

平成22年8月2日～8月8日（受付） 

【第3回10月募集】 

平成22年10月1日～10月8日（配布・受付） 

【第4回12月募集】 

平成22年12月1日～12月8日（配布・受付） 

【第5回　2月募集】 

平成23年2月1日～2月8日（配布・受付） 

【問・受付】大阪府住宅供給公社　募集係 

℡0　6－6　2　0　3－5　518 

（7）　No523　20川　51

さ
い
。
5
月
の
　
『
税
収
確
保
重
点

月
間
』
　
で
は
、
電
話
や
臨
戸
に
よ

る
納
税
催
告
を
集
中
し
て
お
こ
な

い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
こ
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
間
】
泉
北
府
税
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

3

8

・

7

2

2

1

胃
▼
貸
菜
園

第
3
貸
菜
園
　
3
区
画

（
忠
岡
東
2
丁
目
地
内
）

第
4
貸
菜
園
　
2
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

第
5
貸
菜
園
　
1
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

★
申
込
受
付
・
抽
選
日

5
月
2
1
日
　
（
金
）

・
受
　
付
　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

・
抽
選
会
　
1
0
時
3
0
分
か
ら

★
申
込
・
抽
選
会
場
役
場
3
階
研
修
室

★

使

用

料

　

　

　

　

5

0

0

0

円

★
期
　
間
　
6
月
～
翌
年
3
月
末

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

退
任
さ
れ
る
自
治
会
長

前

川

芳

一

氏

【
注
意
事
項
】

①
抽
選
時
間
は
厳
守
く
だ
さ
い
。

②
当
選
者
は
『
印
か
ん
』
と
『
使
用

料
5
0
0
0
円
』
が
必
要
で
、

事
前
に
ご
用
意
願
い
ま
す
。

③
抽
選
は
一
世
帯
一
人
。
家
族
内

で
他
の
貸
菜
園
・
福
祉
農
園
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
申
込
み

で
き
ま
せ
ん
。
【
間
】
建
設
課

▼
泉
大
津
市
公
園
墓
地

所
在
地
　
板
原
町
5
丁
目
地
内

区
画
規
模
　
（
1
・
7
6
2
m
）
　
間
口

1

1

0

c

m

　

奥

行

1

6

0

c

m

募
集
区
画
数
　
2
区
画

永
代
使
用
料
　
5
6
万
円

管
　
理
　
料
　
1
万
3
千
円

（
5
年
分
一
括
）

申
込
資
格
　
忠
岡
町
に
平
成
2
1
年

6
月
1
1
日
ま
で
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
て
直

系
2
親
等
内
と
配
偶
者
の
遺
骨

が
あ
っ
て
墓
地
の
な
い
人

申
込
書
交
付
　
5
／
2
5
～
2
8

申
込
期
間
　
　
6
／
8
～
1
1

抽
選
日
・
会
場
　
7
／
8
　
（
木
）

泉
大
津
市
役
所
3
階
大
会
議
室

【
間
】
泉
大
津
市
市
民
課

℡

3

3

・

1

1

3

1

▼
平
成
2
2
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

★
受
験
資
格
　
平
成
元
年
4
月
2

日
～
平
成
5
年
4
月
1

日
に
生
ま
れ
た
方

★
受
付
期
間6
／
2
2
（
火
）
～
2
9
（
火
）

★
申
込
用
紙
等
の
配
布

5
／
1
0
（
月
）
か
ら

★
第
一
次
試
験
日
　
9
／
5
（
日
）

【
問
】
人
事
院
近
畿
事
務
局
　
大

阪
市
福
島
区
福
島
1
の
1
の
6
0

℡

0

6

・

4

7

9

6

・

2

1

9

1

町
営
葬
儀
　
【
住
民
課
】

【
町
営
葬
儀

《
ら
い
こ
う
》

（町内）
（町外）

《
れ
ん
　
げ
》

（町内）
（町外）

《
く
じ
ゃ
く
》

（町内）
（町外）

《
神
　
　
式
》

（町内）
（町外）

（
祭
壇
）
料
】

（
斎
場
で
の
こ
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
）

8

0

、

0

0

0

円

1

2

0

、

0

0

0

円

6

0

、

0

0

0

円

9

0

、

0

0

0

円

4

0

、

0

0

0

円

6

0

、

0

0

0

円

6

0

、

0

0

0

円

9

0

、

0

0

0

円

【
斎
場
使
用
料
金
】

2
日
間
　
1
・
2
階
使
用

◆
町
内
の
住
民

5

2

、

0

0

0

円

◆
町
外
の
住
民

7

8

、

0

0

0

円

※
祭
壇
・
斎
場
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
町
外
の
方
は
、
条
例
に
よ

り
1
・
5
倍
の
料
金
を
適
用
。

【
火
葬
料
金
】

◆
町
内
の
住
民
1
0
、
0
0
0
円

（
小
人
　
5
、
0
0
0
円
）

※
1
2
歳
以
下
の
者

◆
町
外
の
住
民
1
5
、
0
0
0
円

【
棺
お
け
料
金
】

◆
普
通
　
（
1
8
0
×
4
8
×
3
9
仇
）

1

0

、

0

0

0

円

◆
特
大
（
1
9
0
×
5
3
×
4
2
讐

2

0

、

0

0

0

円

※
棺
お
け
料
金
は
、
町
内
・
外
の

区
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岸
和
田

市
吉
井
町
と
磯
ノ
上
の
住
民
の

場
合
は
本
町
住
民
と
同
一
料
金

（
火
葬
料
金
も
同
額
）

【
告
別
式
・
骨
あ
げ
】

◆
告
別
式
時
間
帯

①
1
0
時
～
1
1
時

②
1
2
時
～
1
3
時

③
1
4
時
～
1
5
時

◆
骨
あ
け
時
間
帯
（
当
日
・
即
骨
）

①
1
4
時
～

②
1
6
時
～

※
当
日
（
即
骨
）
と
翌
日
（
骨
あ
げ
）

に
つ
い
て
は
選
択
で
き
ま
す
。

◆
翌
日
の
骨
あ
け
時
間

①
午
前
9
時
3
0
分

②
午
前
1
0
時
3
0
分

▼
1
0
月
か
ら
火
葬
料
金
が
変
わ
り
ま
す

1
0
月
1
日
よ
り
大
人
（
1
2
歳
以

上
）
　
の
火
葬
料
金
が
、
現
行
1
万

円
よ
り
2
万
円
に
な
り
ま
す
。

▼
お
棺
台
車
を
設
置

ご
利
用
く
だ
さ
い

共
有
墓
地
入
口
よ
り
斎
場
ま
で

の
石
畳
参
道
の
お
棺
移
動
に
つ
い

て
は
、
5
月
よ
り
お
棺
台
車
を
斎

場
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

忠
岡
町
人
事

（
4
／
1
付
　
部
長
級
以
上
）

▽
藤
田
昇
蔵
　
（
消
防
長
）

▽
森
野
博
志
　
（
消
防
次
長
）

▽
里
内
　
明
（
住
民
部
次
長
兼
生

活
環
境
課
長
）

退

　

職
（
3
／
3
1
付
　
部
長
級
以
上
）

▽
藤
野
健
治
　
（
消
防
長
）

▽
小
林
常
雄
　
（
消
防
次
長
）

▽
小
森
忠
夫
（
住
民
部
次
長
兼
生

活
環
境
課
長
）



請求に係る住民の範囲請求事由の概要請求機関の名称

H4年4月2日からH5年4月1

日までに生まれた者139名
自衛官の募集に伴う広報

自衛隊大阪
地方協力本部長
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国立大学法人　東京大学大学院情報学 �14年5月1日～H8年4月末 
環長　石田　英敬 剴冝jの男女5件 
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山田　澤明 剏事俣冝jの男女39件 

「生活意識に関するアンケート調査」 日本銀行情報サービス局局長 　　　　河野圭志 買#��北出2～3丁目、高月北1丁目 
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住
民
基
本
台
帳
問
覧
状
況
公
表

住
民
基
本
台
帳
法
第
1
1
条
第
3
項
及
第
1
条
の
2
第
1
2
項
、
住
民
基
本

台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省

令
第
3
条
の
規
定
に
基
づ
き
以
下
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
毎
年
5
月
に
広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
て
い
ま
す
）

◎
閲
覧
件
数
　
（
H
2
1
年
4
月
1
日
～
H
2
2
年
3
月
3
1
日
）
・
＝
1
0
件

小
・
中
学
校
登
下
校
時
の
通
学

路
な
ど
で
子
ど
も
に
対
す
る
公
然

わ
い
せ
つ
　
（
下
半
身
露
出
）
事
件

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

・
防
犯
ブ
ザ
ー
等
を
持
た
せ
ま
し
ょ

う
。
（
防
犯
ブ
ザ
ー
の
効
果
は
絶

大
で
す
！
）

◆
保
護
者
の
方
へ
お
願
い

・
通
学
は
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
集
団

登
下
校
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
人
通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ
は
、
通

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
あ
ぶ
な
い
こ
と
に
出
会
っ
た
ら
、

大
声
で
助
け
を
よ
ぶ
よ
う
に
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
皆
様
へ
の
お
願
い
】

◆
登
下
校
す
る
時
間
帯
に
合
わ
せ
て

散
歩
や
清
掃
す
る
な
ど
、
で
き
る

限
り
外
に
出
て
子
ど
も
た
ち
に
目

を
向
け
安
全
を
確
保
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

◆
登
下
校
時
、
遊
び
場
な
ど
に
お
い

て
不
審
な
人
　
（
車
両
）
　
を
発
見
し

た
場
合
、
幼
児
な
ど
に
対
す
る
声

か
け
や
公
然
わ
い
せ
つ
事
件
等
を

見
か
け
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
警

察
へ
通
報
　
（
1
1
0
番
等
）
　
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
】
泉
大
津
警
察
署
・
泉
大
津
警

察
署
管
内
防
犯
協
議
会

℡
2
3
・
1
2
3
4

忠
岡
鋼
都
会
（
㌘
」
）
　
鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

○
生
涯
の
大
吉
く
じ
は
妻
と
子
だ
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
志
津
恵

※
人
生
を
語
る
に
ま
こ
と
に
味
わ
い
深
い
一
句
と
み
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の

こ
と
を
な
に
求
め
ま
す
か
。
中
高
年
過
ぎ
れ
ば
同
感
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

○
全
て
み
な
話
せ
ば
心
に
大
広
間

○
新
学
期
鞄
が
背
中
抱
い
て
ゆ
く

大
丈
夫
な
ん
と
か
な
る
さ
生
き
て
た
ら

仲
裁
は
小
火
を
大
火
事
さ
せ
た
だ
け

大
法
螺
は
楽
し
生
活
は
ま
た
別
だ

大
切
な
言
葉
を
運
ぶ
風
で
し
た

大
笑
い
シ
ー
タ
波
　
（
脳
波
）
増
し
若
返
る

半
分
こ
大
き
い
方
に
手
が
伸
び
る

親
よ
り
も
大
き
い
子
供
に
留
ら
れ
て

老
大
で
忘
れ
た
青
春
と
り
も
ど
す

朝
刊
の
先
に
目
通
す
大
チ
ラ
シ

春
う
ら
ら
大
き
な
欠
伸
妻
と
僕

不
景
気
に
夢
は
大
き
い
宝
く
じ

大
箱
に
姑
嫁
で
蔵
す
飾
り
雛

大
声
で
喚
く
な
女
房
聞
こ
え
て
る

お
か
げ
さ
ま
大
病
も
な
く
傘
寿
か
な

泣
か
せ
よ
る
言
葉
に
大
き
く
手
を
叩
く

歳
と
と
も
テ
レ
ビ
の
音
も
大
に
な
る

大
戦
で
大
敗
嘗
め
て
得
る
平
和

大
変
だ
ま
さ
か
ま
さ
か
の
大
当
り

お
大
師
は
い
ま
だ
億
土
の
旅
に
在
り

上
田
　
克
子

西
川
　
粋
謡

杉
谷
　
晶
三

橋
口
美
恵
子

鳥

谷

　

　

猛

山
田
　
典
和

吉
田
　
光
子

藤
本
ト
ミ
エ

正
木
　
伸
明

桐
谷
　
英
樹

岡

川

　

　

衛

吉
田
　
友
三

神
山
　
芳
子

川
崎
ア
イ
子

犬
伏
晃
一
郎

勝
又
栄
美
子

砂
原
　
久
子

大

槻

　

　

縁

上
川
　
睦
男

西
川
リ
ヨ
子

選

　

　

　

者

6
月
号
題
　
『
食
』
　
5
月
5
日
締
切

7
月
号
題
　
『
賞
』
　
6
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
　
「
川
柳
」
　
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
「
く
す
く
り
」
　
の
と
か
く
好
き
な
方
の
投
句
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
　
「
〒
完
千
〇
八
〇
四
　
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
鷹
峰
基
秀
宛
　
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

※
次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
5
月
1
6
日
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）
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忠
岡
町
句
会

落
花
と
て
踏
む
ま
じ
人
を
計
む
日
は

椿
寿
忌
や
虚
子
像
抱
く
至
福
得
し

虚
子
祀
る
偉
業
継
が
れ
て
五
十
年

師
を
悼
み
友
を
悼
み
て
虚
子
祀
る

自
己
主
張
し
っ
つ
葺
か
れ
し
花
御
堂

急
ぐ
こ
と
は
な
し
こ
ん
な
に
も
暖
か
し

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

脇

　

　

牧

子

前
川
　
絹
代

松
島
　
信
雄

田
辺
紗
豊
子

奥

野

一

郎

格
別
の
甘
さ
今
年
の
甘
茶
に
は
　
　
　
　
花
野
　
久
子

虚
子
祀
る
読
経
に
届
く
百
花
の
香
　
　
　
西
谷
　
祥
子

さ
へ
ず
り
の
親
が
呼
ぶ
の
か
子
の
呼
ぶ
か
　
清
座
　
暗
子

機
町
の
の
ど
け
さ
に
あ
り
夫
婦
句
碑
　
　
島
野
ち
ず
子

そ
の
中
の
金
程
梅
一
樹
日
に
燃
ゆ
る
　
　
　
竹
中
三
津
子

花
の
名
の
つ
ぎ
つ
ぎ
出
で
し
春
の
庭
　
　
　
赤
松
　
朝
子

お
た
い
こ
が
死
語
に
な
り
ゆ
く
花
の
冷
　
　
西
村
　
瑞
穂

星
占
ひ
今
日
の
春
愁
今
日
に
消
す
　
　
　
花
野
　
昭
子

け
ま
ん
草
隅
の
暗
さ
を
吸
ひ
寄
せ
し

ど
の
花
も
ば
っ
ち
り
ポ
ー
ズ
花
御
堂

あ
る
な
し
の
風
に
さ
ゆ
れ
て
藤
匂
う

虚
子
句
碑
に
供
ふ
椿
と
し
て
選
ぶ

虚
子
像
に
静
か
に
待
り
華
笠
草

藤
野
　
清
子

井
上
久
美
子

金
田
　
芳
子

高
橋
あ
い
子

楼
井
恵
美
子

次
回
　
五
月
六
日
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
更
衣
・
葉
桜

㌔

・

恵

■

竜

“

§

琴

し

き

薫

～

泰

蜜

′

＄

≫

＄

～

S

、

藁

ん

室

・

束

＼

葦

葦

‘

し

挙

「

挙

董

忠
岡
後
教
教
竺
諒
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

母
国
語
の
童
話
を
孫
に
読
み
や
り
つ
つ
と
き
に
日
本
語
交

え

て

や

り

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

忠

　

亀

※
お
孫
さ
ん
に
童
話
を
読
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
作
者
の
お
孫
さ
ん
へ
の

愛
と
静
か
な
心
が
伝
わ
る
。
作
者
名
が
な
く
て
も
在
日
の
お
方
だ

と
分
か
る
作
品
で
、
四
句
か
ら
結
句
表
現
に
は
誇
り
を
も
た
せ
な

が
ら
此
の
国
と
調
和
さ
せ
た
い
深
い
お
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
紙
に
て
折
り
し
折
鶴
に
し
あ
わ
せ
願
い
し

妻

の

昭

和

史

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

※
な
つ
か
し
い
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う
な
一
首
。
遠
い
日
々
の
奥
さ

ま
の
様
子
を
あ
た
た
か
い
情
愛
で
詠
ん
で
お
ら
れ
る
。
「
キ
ャ
ラ
メ

ル
の
紙
」
の
具
体
的
表
現
が
実
感
と
な
っ
て
、
小
さ
な
鶴
を
次
つ

き
に
折
っ
て
お
ら
れ
た
奥
さ
ま
の
初
々
し
さ
も
想
わ
せ
る
。

雛
の
宵
あ
ら
れ
菱
餅
お
ち
ょ
こ
酒
桃
の
花
活
け
女
（
お
み

な

）

は

ひ

と

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

※
三
月
三
日
、
桃
の
節
句
、
ひ
な
ま
つ
り
、
口
に
す
る
た
け
で
も
は

ん
な
り
気
分
に
な
り
、
女
性
に
と
っ
て
は
大
切
な
日
。
白
酒
の
用

意
は
な
い
が
、
「
お
ち
ょ
こ
酒
」
で
、
一
寸
ひ
な
遊
び
な
さ
っ
て
い

る
作
者
。
結
句
が
淋
し
さ
を
醸
（
か
も
）
し
余
情
が
切
な
い
。

璧
礫
の
少
し
く
ず
れ
て
九
十
二
の
義
父
は
硯
と
夢
の
な
か

ら

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

あ
え
ぎ
つ
つ
登
れ
ば
そ
こ
は
弘
川
寺
青
葉
に
ひ
び
く
う
ぐ

い

す

の

声

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

ス
ト
レ
ス
も
気
の
持
ち
よ
う
と
思
え
ど
も
鏡
の
貌
は
夜
叉

の

面

め

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

「
は
な
、
又
な
」
別
れ
の
言
葉
を
聞
く
度
に
我
は
思
い
ぬ

「

泉

州

」

生

ま

れ

と

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

健
康
は
さ
み
し
さ
さ
え
も
忘
れ
さ
す
ひ
と
り
住
ま
い
の
鍵

の

鈴

の

音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

ス
ー
パ
ー
の
細
さ
サ
ヨ
リ
に
新
わ
か
め
桃
一
枝
そ
え
春
を

頂

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

こ
こ
咲
い
た
次
は
ま
だ
ま
だ
そ
こ
チ
ラ
リ
仕
事
の
途
次
の

桜

前

線

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

際

コ

ズ

エ

カ
レ
ン
ダ
ー
挿
し
絵
に
咲
け
る
菜
の
花
は
薫
り
無
く
と
も

春

を

知

ら

せ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

花

野

　

繁

紀

こ
わ
い
順
問
え
ば
小
さ
く
マ
マ
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
じ
い
ち
ゃ

ん

パ

パ

と

八

歳

の

女

孫

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

仏
壇
に
と
こ
と
こ
歩
み
鈴
（
り
ん
）
を
打
ち
小
さ
き
手
合

わ

す

湯

あ

が

り

男

孫

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

ヨ
ナ
の
金
好
ラ
イ
バ
ル
の
真
央
の
銀
流
す
涙
に
そ
れ
ぞ
れ

の

思

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

も
う
着
く
か
ホ
ー
ム
に
立
ち
て
曾
孫
待
て
ば
汽
車
の
窓
辺

に

顔

を

す

り

寄

す

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

冷
た
さ
日
陽
の
差
す
窓
を
兄
上
ぐ
れ
ば
桜
ふ
く
ら
み
出
番

を

待

て

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

春
待
ち
て
よ
う
や
く
咲
け
る
桜
草
ふ
り
つ
づ
く
雨
に
花
の

房

垂

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

降
り
つ
づ
く
細
き
雨
よ
り
近
づ
け
る
春
の
足
音
聞
こ
え
来

る

な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

三
月
に
梅
も
観
ぬ
ま
に
桜
予
報
足
病
め
る
吾
に
テ
レ
ビ
は

告

げ

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

ピ
ア
ノ
弾
き
唄
え
ば
俄
に
陽
の
射
し
く
佐
保
姫
ま
ど
の
外

に

舞

い

い

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子
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★駐車料金　深夜・早朝割引を実施中！

6月30巨］（水）24時までの問、深夜23時～早朝7

時までに入庫または出庫した普通車の駐車場料金が

大幅値下げです！

通常は日中15分ごとに100円、つまり2時間30分

で1，000円となる駐車場料金が、深夜23時～早朝7

時までに入庫または出庫（事前精算を含む）した普

通車に限り、2時間30分を過ぎても、24時間まで一

律1，000円の据え置きとなります！」以降も24時間

毎に1，000円の加算なので、長期間ご利用のお客さ

まにはとってもおトク！

「KANKU CLUBカード」の割引（25％）も適用

されますので、入会・ご利用をお忘れなく　旦

★詳しくは関空ホームページ「アクセス情幸別をご

覧ください。

http：／／wwwkansai－alrPOrt．0rjp／access／car／pdf

／」lkanntaIa＿WanbIklPdf

本
と
の
出
会
い

忠
岡
冊
図
書
館

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
開
銀
時
間
】

㌦
水
～
日
曜
眉
∵
∴
竹
0
時
～
↑
8
時

月
　
④
⑩
⑲
㊧
⑪

日

　

2

9

1

6

2

3

㊥

新
着
図
書
案
内

童
謡
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

期

　

間

　

6

／

9

～

1

0

／

2

0

（
各
水
曜
日
・
計
1
2
回
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

《一般書》

「
横
零
の
魔
女
」
と
呼
ば
れ
て
内
館
　
牧
子

裁
判
百
年
史
も
の
が
た
り
夏
樹
　
静
子

さ

も

の

箪

笥

　

　

　

　

澤

地

　

久

枝

大
人
が
楽
し
む
ア
サ
ガ
オ
B
0
0
K

家
の
光
協
会

く

い

し

ん

ほ

う

　

　

　

高

畠

　

　

純

も
も
の
す
け
の
あ
さ
こ
は
ん

や
ま
ち
か
ず
ひ
ろ

ル
ル
と
ラ
ラ
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

あ
ん
び
る
や
す
こ

玉
子
の
卵
焼
き
　
　
　
上
候
さ
な
え

青
い
呂
の
王
子
　
　
　
三
田
　
誠
広

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

も
り
・
け
ん
氏
他

鼠
、
闇
に
跳
ぶ

天
国
旅
行

ピ
ス
ト
ル
ズ

オ

ー

！

フ

ァ

ー

ザ

1

真
昼
な
の
に
昏
い
部
屋

フ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ン
バ
ー

神
苦
楽
島
　
上
・
下

下
流
の
宴

光
媒
の
花

赤
川
　
次
郎

三
浦
し
を
ん

阿
部
　
和
重

伊
坂
幸
太
郎

江
園
　
香
織

大
沢
　
在
昌

内
田
　
康
夫

林
　
真
理
子

道
尾
　
秀
介

お
は
な
し
芸

毎
週
水
曜
日
、
午
後
3
時
か
ら

図
書
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

ペ
イ
ツ
教
授
の
受
難

デ
イ
ウ
ィ
ツ
ド
・
ロ
ッ
ジ

夜
と
灯
り
と
　
ク
レ
メ
ン
ス
・
マ
イ
ヤ
ー

《児童書》

1
3
歳
の
進
路

数
の
ひ
み
つ

時
間
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

テ
ス
の
木

村

上

　

　

龍

瀬
山
　
士
郎

飯
村
　
茂
樹

ピ
ー
タ
ー
・
H
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

こ
ぼ
や
し
ゆ
か
こ

「
人
形
と
お
は
な
し
の
会
　
ま
あ

る
」
に
よ
る
人
形
劇
を
行
い
ま
す

日
　
時
　
5
月
2
9
日
　
（
土
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
無
料
・
先
着
2
0
0
名
）

※
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
電

話
に
て
申
込
み
を
受
付
中
。

※
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴

『
堺
が
ら
く
た
ー
ず
メ

ンバー』

教
材
費
　
1
8
7
5
円

定
　
員
　
2
0
名
（
申
込
順
）

持
ち
物
　
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
C

（ハ長調）

申
込
み
　
5
／
7
～
3
0
に
教
材
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

初
夏
の
お
も
て
な
し
料
理

と
　
き
　
5
／
2
9
　
（
土
）

1
0
時
～
1
3
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

講
　
師
　
藤
村
加
代
子
氏

材
料
代
　
7
0
0
円

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

申
込
み
　
5
／
7
～
2
2
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

中
国
語
入
門
講
座

期

　

間

　

6

／

2

～

8

／

2

5

（
水
曜
日
・
計
1
2
回
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

場
　
所
　
視
聴
覚
室

教
材
費
　
1
5
0
0
円

定
　
員
　
1
5
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
5
／
7
～
2
3
に
教
材
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

▼
日
本
語
よ
み
か
き
教
室

か

い

七

つ

に

ち

し

　

　

ま

い

つ

き

だ

い

　

　

　

　

　

　

　

に

ち

よ

う

開
設
日
時
　
毎
月
第
2
・
4
日
曜

日
　
　
1
4
時
～
1
6
時

《内容》

・
日
本
語
で
の
会
話
や
よ
み
か
き

ち

け

‥

つ

し

ん

　

が

く

し

ゆ

う

を
中
心
に
学
習

・
外
国
人
に
は
日
本
語
の
学
習
と

交
流
活
動
を
し
ま
す

費
用
　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
）

※
随
時
受
付
・
電
話
申
込
可

と

い

　

　

た

だ

女

か

ち

ょ

う

j

ん

か

か

い

か

ん

【
間
】
忠
岡
町
文
化
会
館

℡

0

7

2

5

・

3

3

・

1

1

5

1

善
意
　
の
寄
附

・
金
6
、
6
3
0
円
（
2
・
4
月
）

横
田
　
登
様
（
忠
岡
東
3
丁
目
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

恒
例
清
掃
奉
仕
活
動



樟蔭東中学校2年

（忠岡南2丁目）

▲春の交通安全街頭啓発

▲赤井氏（写真中央）と和田町長

【4／13　万博公園迎賓館】

寄どもの団
象んな

内対場　　日

容象所　　時

（11）　No523　2010．51

泉
大
津
畦
田
杯

青
空
が
優
勝
！

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

【
3
／
1
4
　
泉
大
津
市
】

第
2
3
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

へ
大
阪
府
選
抜
）

金
森
百

恵
選
手

交
通
安
全
適
問
行
事

児
童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
3
／
2
8
　
児
童
館
ほ
か
】

稲
葉
先
生
に
よ
る
南
極
の
講
演
会

2
万
年
前
の
氷
を
…
お
味
は
？

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

本
町
出
身
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

赤
井
　
勝
氏
主
催
の

「
S
A
K
U
R
A
と
遊
ぶ
一
m

迎
賓
館
」
　
に
町
長
が
招
待
さ
れ
る

第
3
7
回

大
阪
市

空
手
道
選
手
権
大
会

【
4
／
4
・
大
阪
市
】

小
3
男
子
形
　
　
準
優
勝

小
3
男
子
組
手
　
優
秀
選
手

西

　

谷

　

海

　

人

　

選

手

（
忠
小
・
忠
岡
中
2
丁
目
）

小
6
男
子
形
　
　
優
秀
選
手

小
6
男
子
組
手
　
優
秀
選
手

藤

　

田

　

勇

　

人

　

選

手

（
忠
小
・
忠
岡
中
2
丁
目
）

小
5
男
子
組
手
　
優
秀
選
手

奥

　

野

　

　

　

陸

　

選

手

（
東
小
・
忠
岡
東
3
丁
目
）

就
業
支
援
講
習
会

受
講
者
募
集

～
母
子
家
庭
の
母
等
へ
～

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

定
　
員
　
2
0
名

期

　

間

　

7

／

2

4

～

1

0

／

9

毎
土
曜
日
　
（
全
1
0
回
）

②
総
務
事
務
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

定
　
員
　
2
0
名

期
　
間
　
7
／
2
4
～
1
1
／
1
3

毎
土
曜
日
　
（
全
1
3
回
）

★
①
②
と
も
に

時
　
間
　
9
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

受
講
料
　
1
万
円
（
教
材
費
等
）

会
　
場
　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付
期
間
　
5
／
2
4
～

6
／
2
4
　
（
消
印
有
効
）

『
往
復
は
が
き
で
申
込
み
。

【
問
】
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

℡

0

6

・

6

7

6

2

・

9

4

9

8

5
月
5
日
　
（
祝
・
水
）

9
時
～
1
2
時

濱
之
町
村
田
ガ
レ
ー
ジ

中
学
生
ま
で

だ
ん
じ
り
の
太
鼓
を
た

た
け
る
よ
！
　
柏
も
ち
・
ジ

ュ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
（
個
数

限
定
）
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

主
催
　
西
区
自
治
振
興
協
議
会

濱
之
町
曳
行
協
議
会

一
㍍
塁
笑
会

各
地
区
よ
り
キ
ッ
ク
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
多
数
参
加

▼
と
　
き
　
5
月
9
日
　
（
日
）

《
開
会
式
》
　
午
前
8
時
3
0
分

《
試
合
開
始
》
　
午
前
9
時

（
雨
天
の
時
は
5
月
1
6
日
に

延期）

▼
と
こ
ろ
　
新
浜
緑
地

こ
ど
も
会

後
援
会
球
技
大
会

▼
と
　
き
　
5
月
1
6
日
　
（
日
）

《
開
会
式
》
　
午
前
8
時
3
0
分

《
試
合
開
始
》
　
午
前
9
時

（
こ
ど
も
の
大
会
が
雨
天
の
場

合
は
1
6
日
に
延
期
さ
れ
ま
す

の
で
、
後
援
会
の
大
会
は
中

止
に
な
り
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
　
新
浜
緑
地



子とも手当l串中年 �+x+�.(*��I��ｲ�xC#(�ﾃ��#"�

「子ども手当」は、次代の社会を担う子どもたちの

すこやかな育ちを社会全体で応援する制度です。

★子どもを養育している方は、中学校を卒業するまでの子ども一

人につき月額13，000　円（平成22年度）を受給できます。

～子とも手当を受給するには申請が必要な場合があります～

★本年3月まで児童手当を受給していた方は、新たな申請手続き

は必要ありません。

★ただし、児童手当を受給していた方で、新たに子ども手当の対

象になる子ども（原則中学2年生と3年生）がいる場合は、

「子ども手当額改定認定請求書」の提出が必要です。

平成22年3月31日現在において 

児 土 星 手 当 を 受 給 さ れ て い る 方 ����自?��餒ｩ?�爾�
み の 芸　※4月に中学1租こなった �,ﾒ�W2�wb�

子も手続きは不要 

蓋小詔も宣誓二 
受 �(hｧxﾕｨ/��(ｼh+x.���-ﾈ��,X,ﾈ��,x.��

給 �� 認 

さ ������ロJ 定 

れ て い な い 方 ���｢�����?��2�≡重 富肇＿ が 必 

要 

子どもの生まれた方
子どもが生まれた時は『認定請求書』、また、既に子ども手当

を受給している兄弟・姉妹がいる場合は『額改定認定請求書』の

提出が必要です。原則として、申請のあった翌月から支給します。

・一一一日◆役拐の各種和談◆・一日一一一

【法律相談】5／26挑）13　30～

役場3階交流センター　当日9時から

電話受付（先着6名）

自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）
℡22－1122

【人権相談】5／18（火）13　30～15　30

いさがい支援課横相談室14日陰）まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室で

随時相談に応じています。

【労働相談】5／20休）13●30～15　30

いさかい支援課横相談室　直接会場へ

【消童生活専門相談】毎週火曜・木曜日

13：00～16　00（受付15：30まで）直

接役場3階三一テインクルームへ

【女性の悩み】5／19鯛1300～1600

文化会舘3階相談室16日陰）16　00ま

でに文化会館事務所に電話申込

文化会館　事務所　℡33－1151

【子育て・健康相談】
忠岡町保健センター　　　℡22－1122

子育て支援センター　　　℡20－0331

【児童・障害児相談】
すこやか推進課　　　　　℡「22－1122

【介護・高齢者福祉】
地域包括支援センター　　　℡32－0294

；…≡≡≡；蓋夕‾℡22‾0350i

．．編み物教室　喜；≡呂芸三三…喜3：！

幸●なつかしの映画会5／27㈲13‥30～！

！☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～i

l☆囲碁・将棋　火・木　13：00～i

巌葦2：菅
第1●3木10‥00「

火10‥00～i
」H．．－．．．．・．・．・．・．一日．・．・．・．・．・．一日．．－．．．“．＿．．．．・．・．．日．＿・．・．・．・．．・．：‖＿・．・．・．・．．．・．：日．．．一一日－．＿…．．．．－日．・．⊥

高齢者と生きがいと健康づくり推進事業

クラウントコ／しフ大会
と　き　6月18日睦）13時スタート

※雨天の場合は6／25俊＝こ開催

ところ　新浜緑地公園グラウンド

【間】社会福祉協議会　　田31－1666

福祉センター寄贈品

・缶コーヒー5ケース　和田小夜子株

（忠岡南3丁目・亡夫供養）
・机4脚　大木　弘明様（馬瀬）

※公務昌の場合は勤務先での手続きとなりますので、勤務先で確認してください。
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9

月

3

0

日

ま

で

に

掟

出

　

　

　

　

川

　

■

　

　

　

　

　

　

9

月

3

0

日

ま

で

に

提

出



儲　　健

セン9－
役場2階

もelZZ－まま22（内258～252）

faR22－8683

メールアドレス
hokenc＠もOWn－tadaok乱jp

磁Ⅴ「
芸≡ン9＿

千二一＿＿　二日‾き＝

℡　20－0331

fax20－0335
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一
予
董
≡

▼
ポ
リ
オ

5
／
1
9
　
（
水
）
　
1
3
時
3
0
分
～

1
4
時
3
0
分
【
受
付
】

▼
B
C
G

5
／
1
3
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
【
受
付
】

対
象
…
生
後
6
ヵ
月
未
満

★
B
C
G
は
4
ヵ
月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
（
個
別
通
知
）

★
4
ヵ
月
健
診
ま
で
に
接
種
を
希

望
す
る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
甘
回
］
凰

▼
1
歳
6
カ
月
児
健
診

5
／
6
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
3
歳
6
カ
月
児
健
診

5
／
1
1
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

5
／
1
3
　
（
木
）

1
3
時
1
5
分
～
3
0
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

予
防
接
種
…
母
子
手
帳

健
　
　
診
…
母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

5
／
2
8
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

す
芸
工
一
重

▼
歌
体
操

5
／
2
5
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
康
相
談

5
／
1
0
・
2
4
　
（
月
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

母
と
子
の
教

　

室

▼
離
乳
食
講
習
会
　
（
予
約
不
要
）

5
／
1
3
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
【
受
付
】

▼
園
庭
開
放
（
雨
天
中
止
）

5
／
2
0
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

忠
岡
保
育
所

【
予
約
受
付
は
5
／
6
か
ら
】

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
〟

6
／
4
・
1
8
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

【
予
約
受
付
は
5
／
6
か
ら
】

▼
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ク
ラ
ブ

6
／
4
・
1
1
・
1
8
・
2
5
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
お
母
さ
ん
の
勉
強
室

「
子
育
て
は
親
育
ち

し
っ
け
の
お
話
」

5
／
2
6
　
（
水
）

1
0
時
～
正
午

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
詳
細
は
園
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
》

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‖
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
J
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
子
育
て
講
座

「
園
外
あ
そ
ぴ
」

5
／
2
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

役
場
横
広
場
（
雨
天
時
は
青
少

年
セ
ン
タ
ー
）

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
5
／
1
7
　
（
月
）
　
1
0
時
～
1
3

▼
健
康
料
理
教
室

5
／
1
7
　
（
月
）
　
1
0
時
～

対
象
…
6
0
歳
以
上
の
方

▼
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
教
室

5
／
2
5
　
（
火
）
　
1
0
時
～

対
象
…
男
性
（
年
齢
制
限
な
し
）

▼
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

5
／
2
6
　
（
水
）
　
1
0
時
～

【
予
約
受
付
は
5
／
6
か
ら
】

l
●
一
I
■
■
■
l
■
■
l
■
■
■
■
■
】
－
1
－

時
受
付
※
】

「
歯
み
が
さ
指
導
」

6
／
1
　
（
火
）
　
1
0
時
～

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
【
5
／
2
1
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
3

時
受
付
※
】

▼
5
月
の
お
誕
生
会

5
／
2
0
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

5
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
【
5
／
1
3
　
（
木
）
　
1
0
時
～

1
3
時
受
付
※
】

★
5
月
生
ま
れ
以
外
の
お
子
さ
ん

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
栽
培
体
験
フ
ァ
ー
ム

（
園
庭
プ
ラ
ン
タ
ー
）

～
季
節
の
花
や
野
菜
を
植
え

収
穫
を
楽
し
む
～

5
／
1
4
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時

★
現
地
集
合
・
解
散
（
詳
し
く
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照
）

5
月
の
苗
植
え
と
1
0
月
の
収
穫

の
セ
ッ
ト
企
画
。
（
一
方
の
み
の

和
泉
保
健
所
だ
よ
り

慾
4
日
＝
・
1
3
4
2

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

5
／
1
8
　
（
火
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

（
要
電
話
予
約
）

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・
相
談

抗
体
検
査
　
5
／
1
2
・
2
6（水）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

※
電
話
相
談
可

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
（
要
電
話
予
約
）

■
■
■
－
－
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芸‡三三≡5月の行事カレンダー

H 佇��火 ��R�木 仞��土 

㊧役　場㊨讐ンタ撃㊧児童館㊤会聖霊い　　　　ひとの動き 劔�1 一般ゴミ⑧ 

㊤歪空言ご⑳文化会館㊥完青票㊦窟岩窟 劔人口18．279人（－30人） 男8，869人（－26人） 

㊨攣今攣聖㊥新浜緑地㊥悪書漂②腎誓言 劔女9′410人（－4人） 世帯　7′527（－17） 

◆＝予約が必要です。　　　　　　　　　　　　　≪2010年3月末現在≫ 

2 ・おもちゃの病院 ⑳gこ30～ �8ﾉｹd�ｴﾉD�ｲ�4みどりの日 店+�,h.�,ﾉ?｢�6 ⑳13：00～ ◆消責相談（12P） 途�u3���c�����8 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587��r�7�6(6x��8ﾉ>X�｢�一般ゴミ⑧ ��一般コミ④ �ｩLｨ587��r�

9 ����11 ��"�13 ��B�15 
・ことも会春の球 �� 凵E4カ月健診 ��

技大会 ⑳8：胡～ （11P参照〉 �3�8�c3����⑳13：00～ 刧�13：15～ ・BCG接種 ⑳13：30～ �8���xs��?������

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ ��一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

16 ��r�18 ����20 �#��22 
・こども会後援会 ��・人権相談（12P） �� ��

球技大会 �3���c�����◆消箆相談（12巨り ����%��｢�・労働相談（12P） ��砥��｢�

㊨8：罰～ � ��X7ﾈ8ｨ4��◆園庭開放 ��

（11P参照） 剏註f　⑳13：00～ �3�8�c3����㊥10：00～ ⑳10こ00～ �����c�����

一般ゴミ④ ペット（東側） �ｩLｨ587����b�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

23 �#B�25 �#b�27 �#��29 
・健康相談 �����9�ｩ&ｸ���%��｢� �� 

⑳13：30～ ���ﾉ�ﾉ���u3�8�c3����ｻ8�u3���c�����◆お母さんの勉強 室㊨10：30～ ラン⑳10：00～ �s���c�����日　⑳10：00～ 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑥ ��一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587��俑��

30 �3��
【ゴミ収集日の凡例】

一般ゴミ㊤‥一馬瀬、北出、高月南、高月北

一般コミ⑳…新浜、忠岡南・中・北・棄

ペット（西側）…南海緑西側

ペット（東側）‥南海緑東側

缶・ピン（西側）‥南海綬西側

缶・ビン（東側）‥・南海線東側

粗大ごみ申込みセンター

電　話

0800－123－5353

ファックス（聴覚障害者用）

0800－500－5300


